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①学校運営上
の課題

01 教職員の
時間外勤務の

是正

・時間外勤務時間が月平均80
時間を超える教職員の割合
は、小学校で0.1％、中学校で
9.9％であり、長時間勤務が課
題となっている。

・統括的な地域学校協働活動推進員が、学
校と地域の連絡調整等を担い、教員の業
務負担を図る。

・地域学校協働活動推進員等が学校運営
協議会へ参加することで、学校の課題を把
握し、教員の負担軽減につながる業務分担
を行う。

学校・家庭・地域の役割分担の
明確化により、地域との協働が
進み、教員の業務負担が軽減
し、子どもと向き合う時間を確保
する。

時間外勤務時間が
月平均80時間を超え
る教職員の割合

0.1
（小学校）

9.9
（中学校）

%

0
（小学校）

0
（中学校）

0.1
（小学校）

7.8
（中学校）

02　本
年度の
目標値
を下回
り、取
組の工
夫・改
善が求
められ

る

・統括的な地域学校協働活動推進員が各地域学校協働本
部の調整会議に参加し、活動への支援や助言を行うととも
に、定期的に他県や他市町、市内の取組や好事例に関する
情報発信を行ったり、推進に向けた研修会を実施した。
・各学校で、児童生徒、地域、保護者、教職員などの当事者
で熟議を行い、育てたい子ども像や学校課題について協議
を行ったが、実際の取組に結びついていない学校もある。
・月８０時間以上の時間外勤務をしている教職員について、
中学校は減少したが目標達成には至らなかった。
・次年度は、教職員や運営協議会委員を対象に「CSの意義
と目的」についての研修会の実施や、コミスクだよりによる好
事例の情報発信などにより、各学校での取組を進めていく。

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式
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●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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